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   研  究  分  野         研 究 内 容 の キ ― ワ ― ド 

   

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概              要 

１ 教育方法の実践例 

 

・YouTube 動画の作成 

 

 

 

・オンライン（ZOOM）を用いたグルー

プ学習 

 

 

・ボランティア活動 

 

 

 

・産業保健・健康経営に関する教育 

  

 

2020 年４月 

 

 

 

2023 年 4 月

～ 

 

 

2021 年 8 月

～ 

 

 

2024 年 4 月

～ 

 

 

 

・運動学Ⅰ・Ⅱの範囲で学生の理解が得られにくところ（筋の

収縮様態など）を PowerPoint を用い、動画教材を作成し、学

生の自学自習環境の充実を図る。 

 

・理学療法演習Ⅱでのグループワーク時間を確保するため、オ

ンライン会議ツール（ZOOM）を開設し、ブレークアウトルーム

を利用した学校外でのグループワークを可能としている。 

 

スポーツ大会におけるボランティア活動へ参加し運営スタッ

フとしての選手への関わり、コンディショニングにきた選手へ

の問診などを通して、医療職を志す学生としての奉仕の心を養

う。 

・・産業保健、健康経営、行動災害予防などの実務経験を踏ま

え、理学療法士の職域拡大や社会的役割について、学生が具体

的に理解できる教育内容の充実に取り組んでいる。 

２ 作成した教科書，教材 

 ・講義用スライドの作成 

 

2020 年 4 月

～ 

 

2024 年 4 月 

～ 

 

・数冊の教科書や各種ガイドラインをベースに、運動学のスラ

イドを作成し、視覚的に理解しやすい工夫をしている。 

 

・地域理学療法、産業保健、行動災害予防、健康経営に関する

講義資料、ワークシート、説明資料等を作成し、教育および社

会貢献活動に活用している。 

３ 教育上の能力に関する大学等の評価 

 

  

４ 実務の経験を有する者についての 

特記事項 

2020 年 4 月

～ 

 

 

2024 年 6 月

～ 

・訪問看護、介護関連事業所での実務経験を有し、臨床・地域

の視点を教育内容に反映している。 

 

・医療機関、訪問看護、介護関連事業所、産業保健領域での実

務経験を有し、臨床・地域・産業分野の視点を教育内容に反映

している。 

５ その他 

 

 

 

 

 

             職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事項 年月日       概            要 

１ 資格，免許 

  理学療法士 

 

  第一種衛生管理者 

 

平成 27 年 4

月 10 日 

令和 7年８月 

 

厚生労働省 

 

 

 



２ 特許等   

 

３ 実務の経験を有する者についての 

特記事項 

平成 27 年 4

月 1日～平成

30 年 3 月 31

日 

 

平成 30 年 4

月 1日～令和

2 年 3 月 31

日 

 

令和 2 年 4 月

1 日～ 

 

令和 6 年 6 月

１日～令和 8

年 3 月 31 日 

 

令和 7 年 8 月

1 日～ 

 

山中胃腸科病院 

 

 

 

 

あんしん介護株式会社 

 

 

 

 

訪問看護ステーションさくら 

 

 

医療法人医秀会 玉田クリニック 

 

 

 

三重県産業保健総合支援センター 産業保健相談員 

４ その他 

 

  

             研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書，学術論文等の名称 単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌

等又は発表学会

等の名称 

概         要 

 

 

1．大橋学園高校医療コー

スの実践報告（第 1 報） 

 

共著 

 

令和 5年 3月

1 日 発行 

 

ユマニテク教育

研究所紀要 第 2

号 

2022年4月に新たに新設された大橋学園高校通

信制普通科医療コースの開設の準備から 7月ま

での授業内容、経過等の実践したことについて

報告を行った。授業には体の細胞を擬人化した

アニメや医療をテーマにした番組など視覚教

材を多く用いた。7 月に実施したアンケートで

は概ね好評な結果であり、引き続き継続してい

くことが大切である。しかし生徒の中には明確

に職業選択をしている学生もいたことから、そ

の職種についての説明は不十分であったこと

もあった。 

     

     

 


